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(57)【要約】
掘削機のブーム構造に取り付けるための本重作業用解体
装置であって、前記装置は交換可能な顎セットを有する
。前記装置は、主旋回ピンによって接続される一組の旋
回顎を有する単一の顎アセンブリと、ブーム構造上の第
１のアダプターと、この顎アセンブリ上の第２のアダプ
ターと、ロックピンとを有する。この第２のアダプター
は、顎アセンブリがユニットとしてブーム構造およびブ
ーム構造上に据え付けられているその他の顎アセンブリ
から簡単に取り外すことができるように、第１のアダプ
ターに嵌合するようになっている。そして、ロックピン
は、顎アセンブリがブーム構造にロックされた関係を維
持するように、第１のアダプターに固定されるとともに
第２のアダプターに嵌合するようになっている。前記装
置の構造のために、ブーム構造上の油圧ラムの取り付け
点と、顎アセンブリの主旋回点との間の距離は、交換可
能な顎アセンブリ間で可変可能となっている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　掘削機のブーム構造に取り付けるための重作業用解体装置であって、前記装置は交換可
能な顎アセンブリを有し、
（ａ）主旋回ピンによって接続される一組の旋回顎を有する単一の顎アセンブリと、
（ｂ）前記ブーム構造上の第１のアダプターと、
（ｃ）前記顎アセンブリ上の第２のアダプターであって、前記顎アセンブリがユニットと
して前記ブーム構造およびそこに据え付けられている別の顎アセンブリから簡単に取り外
すことができる、前記第１のアダプターに嵌合する第２のアダプターと、
（ｄ）前記顎アセンブリが前記ブーム構造にロックされた関係を維持するように、前記第
１のアダプターに固定され、前記第２のアダプターに嵌合するロックピンと、
を有する装置。
【請求項２】
　前記第１のアダプターはスロットおよび第１の停止部をさらに有する請求項１に記載の
装置。
【請求項３】
　前記第２のアダプターは、前記スロットに嵌合するフック部と、前記第１の停止部に嵌
合する第２の停止部と、前記ロックピンを受ける開口とをさらに有する請求項２に記載の
装置。
【請求項４】
　前記ロックピンは、前記ロックピンが前記開口に嵌合しない引き込み位置と、前記ロッ
クピンが前記開口に嵌合する伸展位置との間で移動可能であり、それによって前記顎アセ
ンブリを前記ブーム構造にロックする請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ロックピンは油圧で作動される請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　放射状に伸展し引き込まれる一組の油圧作動ロックピンをさらに有する請求項５に記載
の装置。
【請求項７】
　前記一組の油圧作動ロックピンは共有中央マニホールドに接続される請求項６に記載の
装置。
【請求項８】
　掘削機のブーム構造に取り付けるための重作業用解体装置であって、前記装置は交換可
能な顎アセンブリを有し、
（ａ）主旋回ピンによって接続される一組の旋回顎を有する単一の顎アセンブリと、
（ｂ）前記ブーム構造上の第１のアダプターと、
（ｃ）前記顎アセンブリ上の第２のアダプターであって、前記顎アセンブリがユニットと
して前記ブーム構造およびそこに据え付けられている別の顎アセンブリから簡単に取り外
すことができる、前記第１のアダプターに嵌合する第２のアダプターと、
（ｄ）前記顎アセンブリが前記ブーム構造にロックされた関係を維持するように、前記第
１のアダプターに固定され、前記第２のアダプターに嵌合するロックピンとを有し、
（ｅ）前記ロックピンは、前記ロックピンが前記開口に嵌合しない引き込み位置と、前記
ロックピンが前記開口に嵌合する伸展位置との間で移動可能であり、それによって前記顎
セットを前記ブーム構造にロックする装置。
【請求項９】
　前記第１のアダプターはスロットおよび第１の停止部をさらに有する請求項８に記載の
装置。
【請求項１０】
　前記第２のアダプターは、前記スロットに嵌合するフック部と、前記第１の停止部に嵌
合する第２の停止部と、前記ロックピンを受ける開口とをさらに有する請求項９に記載の
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装置。
【請求項１１】
　前記ロックピンは油圧で作動される請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　放射状に伸展し引き込まれる一組の油圧作動ロックピンをさらに有する請求項１１に記
載の装置。
【請求項１３】
　前記一組の油圧作動ロックピンは共有中央マニホールドに接続される請求項１２に記載
の装置。
【請求項１４】
　掘削機のブーム構造に取り付けるための重作業用解体装置であって、前記装置は交換可
能な顎アセンブリを有し、
（ａ）主旋回ピンによって接続される一組の旋回顎を有する単一の顎アセンブリと、
（ｂ）前記ブーム構造上の第１のアダプターであって、スロットおよび第１の停止部をさ
らに有する第１のアダプターと、
（ｃ）前記顎アセンブリ上の第２のアダプターであって、前記顎アセンブリがユニットと
して前記ブーム構造およびそこに据え付けられている別の顎アセンブリから簡単に取り外
すことができる、前記第１のアダプターに嵌合する第２のアダプターと、
（ｄ）前記顎アセンブリが前記ブーム構造にロックされた関係を維持するように、前記第
１のアダプターに固定され、前記第２のアダプターに嵌合するロックピンとを有し、
（ｅ）前記第２のアダプターは、前記スロットに嵌合するフック部と、前記第１の停止部
に嵌合する第２の停止部と、前記ロックピンを受ける開口とをさらに有する装置。
【請求項１５】
　前記ロックピンは、前記ロックピンが前記開口に嵌合しない引き込み位置と、前記ロッ
クピンが前記開口に嵌合する伸展位置との間で移動可能であり、それによって前記顎セッ
トを前記ブーム構造にロックする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ロックピンは油圧で作動される請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　放射状に伸展し引き込まれる一組の油圧作動ロックピンをさらに有する請求項１６に記
載の装置。
【請求項１８】
　前記一組の油圧作動ロックピンは共有中央マニホールドに接続される請求項１７に記載
の装置。
【請求項１９】
　掘削機のブーム構造に取り付けるための重作業用解体装置であって、前記装置は交換可
能な顎アセンブリを有し、
（ａ）主旋回ピンによって接続される一組の旋回顎を有する単一の顎アセンブリと、
（ｂ）前記ブーム構造上の第１のアダプターであって、スロットおよび第１の停止部をさ
らに有する第１のアダプターと、
（ｃ）前記顎アセンブリ上の第２のアダプターであって、前記顎アセンブリがユニットと
して前記ブーム構造およびそこに据え付けられているその他の顎アセンブリから簡単に取
り外すことができる、前記第１のアダプターに嵌合する第２のアダプターと、
（ｄ）前記顎アセンブリが前記ブーム構造にロックされた関係を維持するように、前記第
１のアダプターに固定され、前記第２のアダプターに嵌合するロックピンとを有し、
（ｅ）前記第２のアダプターは前記スロットに嵌合するフック部と、前記第１の停止部に
嵌合する第２の停止部と、前記ロックピンを受ける開口とを有し、
（ｆ）前記ロックピンは、前記ロックピンが前記開口に嵌合しない引き込み位置と、前記
ロックピンが前記開口に嵌合する伸展位置との間で移動可能であり、それによって前記顎
セットを前記ブーム構造にロックする、
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装置。
【請求項２０】
　前記ロックピンは油圧で作動される請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　放射状に伸展し引き込まれる一組の油圧作動ロックピンをさらに有する請求項２０に記
載の装置。
【請求項２２】
　前記一組の油圧作動ロックピンは共有中央マニホールドに接続される請求項２１に記載
の装置。
【請求項２３】
　掘削機のブーム構造に取り付けるための重作業用解体装置であって、前記ブーム構造は
第１の取り付け点でそこに取り付けられる油圧ラムを有し、前記油圧ラムは第２の取り付
け点を有し、また前記装置は交換可能な顎アセンブリを有し、
（ａ）主旋回ピンによって接続される一組の旋回顎を有する単一の顎アセンブリと、
（ｂ）前記ブーム構造上の第１のアダプターと、
（ｃ）前記顎アセンブリ上の第２のアダプターであって、前記顎アセンブリがユニットと
して前記ブーム構造およびそこに据え付けられているその他の顎アセンブリから簡単に取
り外すことができる、前記第１のアダプターに嵌合する第２のアダプターと、
（ｄ）前記顎アセンブリが前記ブーム構造にロックされた関係を維持するように、前記第
１のアダプターに固定され、前記第２のアダプターに嵌合するロックピンと、
（ｅ）第１の取り付け点で前記ブーム構造に取り付けられる油圧ラムであって、第２の取
り付け点を有する油圧ラムと、
（ｆ）前記油圧ラムの前記第２の取り付け点に嵌合する前記第２のアダプター上の開口で
あって、前記油圧ラムの前記第１の取り付け点と前記主旋回ピンとの距離は交換可能な異
なる顎アセンブリ間で可変である開口と、
を有する装置。
【請求項２４】
　前記ロックピンと前記主旋回点との間の距離は、異なる顎アセンブリ間で可変である請
求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第２のアダプター上の前記開口と前記主旋回ピンとの間の距離は、交換可能な異な
る顎アセンブリ間で可変である請求項２３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、米国特許第４，５１９，１３５号を検討することによって、本発明の解体装
置の動作のより深い理解が得られるであろう。そして、この米国特許は参照により本明細
書に導入される。本発明は、とりわけ移動車両の剛性ブーム上に据え付けるよう適合した
、特に掘削機のディッパースティック上に据え付けるよう適合した重作業用解体装置、特
に交換可能な顎を有する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　油圧シリンダーを装備した型の重作業用せん断刃は、断片、とりわけあらゆる種類の金
属断片を処理するのにますます有用になっている。かかる断片は多くの異なる形態があり
、２インチ（５．１ｃｍ）またはそれより小さいサイズから、８または１０インチ（２０
．３または２５．４ｃｍ）より大きい直径に至る範囲の鋼鉄または軟鉄または鋳鉄から作
られたパイプ、最大直径８もしくは１０インチ（２０．３もしくは２５．４ｃｍ）または
それより大きい、広範囲に及ぶサイズのアイ－ビーム、チャネル、アングルビームなどの
構造ビーム、２から３インチ（５．１ｃｍから７．６ｃｍ）またはそれより大きい直径を
有するロッドおよび重ケーブル、金属シートおよびプレート、ならびに車輪および自動車
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フレームおよびトラックフレームを含むあらゆる種類の形成金属、個々に、もしくは様々
な型のアセンブリのどちらかに、鋳造される、巻かれる、打ち抜きされる、またはそうで
なければ形成される、無数の資源の長片および短片もしくは金属片の形態であってもよい
。
【０００３】
　従来技術は、米国特許第４，１９８，７４７号、米国特許第４，１８８，７２１号、米
国特許第４，８９７，９２１号、米国特許第４，５４３，７１９号、米国特許第４，５５
８，５１５号および米国特許第４，１０４，７９２号に例示されているような多数のせん
断刃を含む。通常これらの重作業用せん断刃は、掘削機のディッパースティック上に据え
付けるので、せん断刃は様々な型の断片を処理し、ひねってねじ曲げて比較的小片で、断
片がせん断刃の喉に吸い込まれるような長さの断片に切断するのに極めて望ましく制御す
ることが可能となる。
【０００４】
　通常これらのせん断刃は、固定下顎および下顎を旋回する移動可能な上顎を有し、上顎
および下顎の両方の上に硬化鋼のせん断刃物がある。ワークピースは、油圧下で下顎に対
して上顎を閉位置にすることによりせん断され、せん断刃物はワークピースを切断する。
【０００５】
　これらのようなせん断刃は、例えば、鋼鉄もしくはコンクリートを含む他の構造材料を
切断するために、またはコンクリート、岩石、もしくはサンゴを粉砕するために使用して
もよい様々な型の顎取り付け部を有する。このようにして、せん断刃から顎を取り外し、
それらとその他の型の顎を取り替えることができることは望ましい。これまでに、これは
主旋回点での顎を切り離すことによって行われてきた。顎の主旋回ピンは摺動して顎およ
び隣接するフレームプレートから外れた。顎をそれらの油圧シリンダーに取り付ける旋回
ピンを取り外すこともまた必要であった。
【０００６】
　せん断刃に関するこのような問題の１つは、摺動して顎から外す必要があるので、主旋
回ピンを非常に重く、耐久性のあるように作ることができないことである。さらに、主旋
回ピンは、顎を変更する場合に油落ちを被りやすかった。さらに、ピンを取り外す最中に
、ピン自体または顎のどちらかにより負傷をする恐れがあるため、主旋回ピンを取り外す
ことによって、オペレータは負傷の危険があった。
【０００７】
　装置に簡単に据え付ける、または取り外すことができる交換可能な顎アセンブリを有す
る重作業用解体せん断刃の必要性が存在する。
【特許文献１】米国特許第４，１９８，７４７号明細書
【特許文献２】米国特許第４，１８８，７２１号明細書
【特許文献３】米国特許第４，８９７，９２１号明細書
【特許文献４】米国特許第４，５４３，７１９号明細書
【特許文献５】米国特許第４，５５８，５１５号明細書
【特許文献６】米国特許第４，１０４，７９２号明細書
【発明の開示】
【０００８】
　掘削機のブーム構造に取り付けるための本重作業用解体装置であって、前記装置は交換
可能な顎アセンブリを有する。前記装置は、主旋回ピンによって接続される一組の旋回顎
を有する単一の顎アセンブリと、ブーム構造上の第１のアダプターと、この顎アセンブリ
上の第２のアダプターと、ロックピンとを有する。この第２のアダプターは、顎アセンブ
リがユニットとしてブーム構造およびブーム構造上に据え付けられているその他の顎アセ
ンブリから簡単に取り外すことができるように、第１のアダプターに嵌合するようになっ
ている。そして、ロックピンは、顎アセンブリがブーム構造にロックされた関係を維持す
るように、第１のアダプターに固定されるとともに第２のアダプターに嵌合するようにな
っている。
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【０００９】
　本発明の主な目的および利点は、顎アセンブリが、前記顎アセンブリから前記主旋回ピ
ンを取り外すことなく、ユニットとして取り外すことができることである。
【００１０】
　本発明のその他の主な目的および利点は、前記顎を前記ブーム構造から切り離すために
前記主旋回ピンを取り外す必要があるせん断刃において、前記主旋回ピンをより頑丈に作
ることができることである。
【００１１】
　本発明のその他の主な目的および利点は、前記顎から決して取り外さないので、前記主
旋回ピンが油落ちを被ることはないことである。
【００１２】
　本発明のその他の目的および利点は、前記顎は前記ブーム構造上のスロットと結合する
フックを有するので、前記顎は、地面に単に設置してもよく、前記ブーム構造を前記顎に
引っ掛けるよう操作することができることである。
【００１３】
　本発明のその他の目的および利点は、前記顎アセンブリが前記ブーム構造の一部である
油圧作動ロックピンによって前記ブーム構造に取り付けられ、従って、前記顎アセンブリ
を前記ブーム構造に固定するのに前記ピンを簡単に使用できることである。
【００１４】
　本発明のその他の主な目的および利点は、前記顎アセンブリは地面に置いてもよく、ま
た前記顎アセンブリを前記ブーム構造に引っ掛け、次いで前記ブーム構造上で停止部と接
触するよう前記顎アセンブリを持ち上げることにより、前記ブーム構造に簡単に据え付け
られることである。
【００１５】
　本発明のその他の主な目的および利点は、前記掘削機ブーム構造上の前記油圧シリンダ
ーの前記取り付け点と前記主旋回ピンとの間の距離を、異なるせん断作用を生成するよう
に、異なる交換可能な 顎アセンブリ間で変えることができることである。
【００１６】
　本発明のその他の主な目的および利点は、前記ロックピンと前記主旋回ピンとの間の距
離を、異なるせん断作用を生成するように、異なる交換可能な顎アセンブリ間で変えるこ
とができることである。
【００１７】
　本発明のその他の主な目的および利点は、前記顎アセンブリ上の前記油圧ラムの前記取
り付け点と前記主旋回ピンとの間の距離を、異なるせん断作用を生成するように、異なる
交換可能な顎アセンブリ間で変えることができることである。
【００１８】
　その他の利点は、好ましい実施形態の詳細な説明を読むことにより理解されるであろう
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の重作業用解体装置は、図では参照数字１０として一般的に参照される。
【００２０】
　図１を参照すると、重作業用解体装置１０は、下顎１２、上顎１４、ならびに下顎１２
および上顎１４と相互接続している旋回ピン１６を有している。下顎１２、上顎１４、お
よび旋回ピン１６は、単一の顎アセンブリ１８を構成する。
【００２１】
　上顎１４は第１の側面２２および第２の側面２４を有する。下顎１２は、第１の側面２
２と隣接する第１の据え付けプレート２６、および第２の側面２４と隣接する第２の据え
付けプレート２８（図３）を有する。第１の据え付けプレート２６および第２の据え付け
プレート２８は、それらの間に旋回ピン１６を受ける。
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【００２２】
　上顎１４は通常、先端３５で接触する上位せん断刃物３３および３４を有し、また 上
位せん断刃物３３および３４が下位せん断刃物３６および３７上で閉位置になる時、 ワ
ークピースをせん断するために、下顎１２は、通常、お互いに沿って伸展する下位せん断
刃物３６および３７を有する。好ましくは、せん断刃物３３、３４、３６および３７は交
換可能である。
【００２３】
　好ましくは装置１０は、下顎１２上に、下位せん断刃物３６に沿って横たわる 案内刃
物４８、ならびにそれと間隔のあいた関係にある、お互い隣接している案内刃物の外端５
０およびせん断刃物の外端５２、ならびに外端５０、５２を一緒に固定している剛性手段
５４をさらに有する。剛性手段５４は好ましくはタイプレート５６である。
【００２４】
　開放スロット５８は好ましくは、下位せん断刃物３６と隣接する案内刃物４８との間に
存在し、そこに上位せん断刃物３４を受け、上位せん断刃物３４が開放スロット５８にあ
る場合は、上位せん断刃物３４と案内刃物４８との間の空間を維持するために、開放スロ
ット５８は上位せん断刃物３４の厚さより幅が広くなっている。
【００２５】
　第１のせん断側面２２上では、上顎は上位主せん断刃物３４および上位副せん断刃物３
３を受けることになる。せん断刃物３４および３３は、上顎１４が下位細長いせん断刃物
３６に対してワークピースをせん断する最後の点である上位せん断刃物の先端３５で接触
する。下顎１２上では、下位主せん断刃物３６および下位副せん断刃物３７を受ける。
【００２６】
　図２および図３を参照すると、装置１０は、掘削機のブーム構造５２上の第１のアダプ
ター５０、および顎アセンブリ１８上の第２のアダプター６０をさらに備える。第２のア
ダプター６０は第１のアダプター５０に嵌合するので、顎アセンブリ１８は、ユニットと
してブーム構造５２から簡単に取り外すことができ、その上に他の顎アセンブリを据え付
けることができる。
【００２７】
　装置１０は、顎アセンブリ１８がブーム構造５２にロックされた関係を維持するように
、第１のアダプター５０に固定され、第２のアダプター６０に嵌合するロックピン７０を
さらに備える。
【００２８】
　好ましい実施形態では、第１のアダプター５０はスロット５４および第１の停止部５６
をさらに備える。第２のアダプター６０は、スロット５４に嵌合するフック部６２および
第１の停止部５６に嵌合する第２の停止部６４をさらに備える。開口６６はロックピン７
０を受ける。
【００２９】
　好ましくは、ロックピン７０は、ロックピンが開口６６に嵌合しない引き込み位置（図
５）と、ロックピンが開口６６に嵌合する伸展位置（図６）との間で移動可能であること
により、顎アセンブリ１８をブーム構造５２にロックする。
【００３０】
　ロックピンの好ましい構造の詳細を図７～図９に示す。ロックピン７０は好ましくは、
油圧で作動される。最も好ましくは、ロックピン７０は、放射状に伸展し引き込まれる、
一組の油圧作動ロックピン７２、７４をさらに備える。ロックピン７２、７４は好ましく
は、共有中央マニホールド７６に接続される。ロックピン７２、７４は、引き込み位置を
図８に、また伸展位置を図９に示す。
【００３１】
　本発明はまた、第２のアダプター上の対応する開口８２と結合し、次いで当技術分野で
知られている方法でピン８４を受ける、ブーム構造上の油圧ラム８０（図１３～図１５）
を有する。
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【００３２】
　本発明の動作はここで、図１０～図１３を検討することによって理解することができる
。
【００３３】
　図１０に示すように、顎アセンブリ１８を地面に置いて、第１のアダプター５０を有す
る掘削機のブーム構造５２を第２のアダプター６０に接近させるよう移動させる。図１１
は、次いで第２のアダプター上のスロット５４にフック６２を挿入しているものを示す。
【００３４】
　図１２に示すように、ブーム構造は次いで、第２のアダプター上の第２の停止部６４が
第１のアダプター５０上の第１の停止部５６と物理的に接触できるように、フック６２上
で旋回する顎アセンブリ１８を持ち上げるのに使用される。次いでロックピン７０は開口
６６に伸展し、顎アセンブリ１８をブーム構造５２にロックする。
【００３５】
　図１３～図１５に示すように、油圧ラム８０は次いで第２のアダプター６０上の開口８
２に伸展し、またピン８４を開口に挿入し、このようにして油圧ラムを顎アセンブリ１８
に接触させるので、その結果顎１２および１４は開閉することができる。
【００３６】
　図１４および図１５を参照すると、本発明の他の利点を理解することができる。
【００３７】
　切り離し可能な顎を有する前の装置では、米国特許Ｒｅ．３５，４３２に開示されてい
るように、ブーム構造上のそれぞれの油圧ラム８０の取り付け点８６と、顎の主旋回点１
６との距離Ａは一定である。
【００３８】
　出願者は、異なる顎セットの距離Ａを変え、異なる作用を生成できることは有利である
ことを発見した。図１４および図１５に示すように、取り付け点８６とロックピン７０と
の間の距離Ｂを一定に保つと同時に、ロックピン７０と主旋回点１６との間の距離Ｃを変
えることによって、距離Ａは異なる交換可能な顎アセンブリ間で変化させることができる
。
【００３９】
　さらに、本発明は、第２のアダプター６０上の開口８２と主旋回ピン１６との間の距離
ＤおよびＥは、交換可能な顎アセンブリ間で変化させることができ、この場合もやはり異
なる顎セットのために異なる作用を生成することができる。
【００４０】
　本発明は、その精神または本質的な特性から逸脱することなく、その他の特定の形態に
具現してもよく、従って、本実施形態は、本発明の範囲を示すために、前述の説明に対し
てではなく、むしろ添付の特許請求の範囲に対して、あらゆる意味で、限定ではなく、例
証となる参照であると見なすことが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】掘削機のブーム構造に取り付けられた本発明の斜視図であり、装置から分離され
ている交換可能な顎アセンブリ、および装置に取り付けられている交換可能な顎アセンブ
リを示す。１つの顎アセンブリ（ブーム構造に取り付けられている）はせん断するのに使
用し、もう一方のアセンブリは粉砕するのに使用する。
【図２】交換可能な顎アセンブリを受ける装置（アダプター）の一部の斜視図である。
【図３】交換可能な顎アセンブリおよび図２の 顎アセンブリと結合するアダプターの後
面斜視図である。この図はまた、せん断の代わりに粉砕に使用する顎の実施形態を示す。
【図４】本発明の交換可能な顎アセンブリの前面斜視図である。
【図５】本装置の内部の斜視図であり、交換可能な顎を装置に保持する、引き込み位置に
あるロックキングピンを示す。
【図６】図５に類似しており、伸展位置およびロック位置にあるロックキングピンを示す
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【図７】図６の破線部分の詳細図である。
【図８】引き込み位置にある油圧ロックピンの詳細図である。
【図９】伸展位置およびロック位置にある油圧ロックピンの詳細図である。
【図１０】本発明の側面図であり、地面に置かれて、掘削機のブーム構造が接近している
顎アセンブリを示す。
【図１１】図１０に類似しており、第２のアダプター上のスロットと結合した第１のアダ
プター上のフックを示す。
【図１２】図１１と類似しており、第２のアダプター上の第２の停止部に接する第１のア
ダプター上の第１の停止部、所定の位置に持ち上げられた顎アセンブリ、および第２のア
ダプター上の開口にロックされるよう伸展するロックピンを示す。
【図１３】図１２に類似しており、伸展されたブーム構造上の油圧ラム、およびピンによ
って顎アセンブリに取り付けられるラムを示す。
【図１４】本発明の側面図であり、油圧ラムの内部構造、および第１の顎アセンブリ用の
ロックピンと主旋回ピンとの関係を示す。
【図１５】図１４に類似しており、第２の顎アセンブリ用のものである。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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